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『２０１７北区秋の祭典 キテ・ミテ・キタク』
『にいがた・技のにぎわいフェスタ２０１７』秋のイベント出展報告 に出展しました！

去る２０１７年１１月２３日（祝）に開催された２つのイベント、キテミテキタクには齋藤石材店として、技のにぎわいフェスタに

は県石匠の一員として出展して参りました。両イベント共に展示・販売と石に触れあって体験できる内容で開催し、多くの入

場者の皆様に石を楽しんでいただけて本当に良かったです♪ この「石に触れあった経験」が少しでも皆様の心に芽吹くと

いいな・・・と思ってこれからも出展致します。 ここにその時の様子を一部ではありますが写真で報告させていただきます。 

冬～春にかけてはイベントの予定がございませんが、決まり次第また追って告知させていただきます！ 

『２０１７北区秋の祭典 キテ・ミテ・キタク』 新潟競馬場 

石材加工製品の展示・販売、お墓・仏事相談コーナーのほか、石を

使ったお遊び（石積み＆石の絵付け）を開催しました。 

『にいがた・技のにぎわいフェスタ２０１７』 新潟市産業振興センター 

県石匠（新潟県石材商工業協同組合）の一員として出展し、石材加工

の実演・体験と作品の展示・販売を開催しました。 

社員紹介＆新年の抱負 宝塔を作りました！ 
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石材施工１級技能士 

お墓ディレクター 

佐々木 覚 

私が入社して四十数年が経ちました。 

今年も健康と怪我に気を付けて日々精一

杯頑張ります。 

どんな作業もスムーズにこなしていける様

に努める。あとは新しい体制ができてもサ

ポート出来る様に努める。 

古くからの伝統の技を

受け、次代へ確実に伝

え、なお研鑽し、要望

に応えられる様努める。 

今まで覚えた技術のス

キルアップと新しい技

術の習得。 

煩雑な書類仕事等、先

延ばしにしないで頑張

る。 

初めてやる仕事にも今

までの経験を活かし、

スムーズに仕上げられ

る様にしたい。 

お客様に「綺麗になっ

た」と喜ばれるような丁

寧な仕事をしていきた

いと思います。 

今年も良い一年に出来

る様に何事にも向上心

を持って取り組んでい

きたい。 

第一にお客様の為に

なる事を。 

第二に社員全員の為

になる事を常に考えて

行動する様努めます。 

お客様のニーズにこた

える商品を作っていき

たいと思います。 

石造りの宝塔とは 
今回当社で制作したこの宝塔は「石を材料とし

て作られた仏塔」、石塔の一つです。仏塔とは

仏法の表徴であり、釈迦の墓でもあります。 

平安時代、弘法大師の開いた真言密教が、そ

れまで一般的であった中国から伝わった形の

塔ではなく、仏教の原点であるインドの影響を

反映した「伏鉢型の塔身をもつインドのス

トゥーパ（インドにある釈迦の墓）」に近い宝塔

を伝えました。この宝塔は鎌倉・室町時代に全

国に広まりました。 

昨年末に、うちの職人みんなで作った宝塔 

（茨城県産稲田石使用）です。 

以前報告した五輪塔と同じく、全て手加工で 

仕上げました。 

平成２９年１２月５日、当社のホー

プ齋藤大悟が新潟県職業能力開

発協会の主催する「平成２８年度

新潟県技能競技大会 石材加工

作業の部」にて１級１位を受賞致

しました。 

今後も職人一同日々研鑽して参

りますのでよろしくお願い致します。 

新潟県技能競技大会 

１級１位受賞！ 

インドにある釈迦の墓 

（ストゥーパ） 

この宝塔などの伝統的な

石塔は、現在では石像美

術品としても取り扱われま

す。是非一度ご覧いただ

ければ幸いです。 

誰も教えてくれない 

お墓の力（ちから） 

「なぜ、お墓を作るのだろう？」 

「お墓には何の意味があるのだ

ろう？」 
 

実は、お墓にはあなたを幸せに

導く見えない力があるのです。 
 

この様な書き出しで始まるこの本

は全４０ページの小さな冊子です。 

しかし、この本には私たちを幸せ

に導いてくれるお墓の持つ不思

議な力がとても分かり易く書かれ

ております。 

今後内容をピックアップして少し

ずつ紹介していきたいと考えてお

ります。 もし読んでみたいと言う

方がおられましたら、どうぞお気

軽にご連絡ください。 
今野栄一朗 著 

「中国の今」を 

視察して来ました！ 

平成２９年１２月９日～１３日の

５日間、社長と専務が中国福建

省の厦門（アモイ）市や泉州市

を訪問し、取引先の工場や原

石の採石場を視察して来ました。 

中国の文化は私たちの日常か

らは想像が出来ないほど急速

に変化し続けております。その

実像を自分の目で確認し、それ

をお客様に伝える事は、中国産

の石材も扱っている事から何よ

りも重要だと考えております。 

ほんの一部ではありますが、今

回中国を訪問して感じた事を写

真と共にご紹介致します。 

ここでは紹介しきれませんでしたが、社長と専務からは皆様

にご説明させていただく準備が整っております。是非今後お

会いした際にはお話させていただければ幸いです♪ 

福建省の原石の鉱山は

現在「閉山ラッシュ」です。

まだまだ良質な石材が

採れる鉱山でも政府の

指示で次から次に閉山

しています。 

Ｇ６０３（白御影石）の閉山した丁場。 

採掘できない様に水が張ってある。 

看板は「盗掘」と「遊泳」を禁止。 

Ｇ６５４長泰（グレー御影石）の丁場。平成２９年１２月３１日で閉山

予定の為、最後の採掘ラッシュの真っ最中。岩盤を大きな刃で

切って割出す。原石は１個約５～８トン程。過酷な山道を運搬する

トラックは過積載でタイヤが蒸気を揚げている。（Ｐ４に関連記事） 

一時期は「稼げる職」であった石材業も、今の中国では「儲からな

い訳ではないがきつくて体を壊しかねない職」になった為、辞め

た工場も見かけられた。操業している工場では職人の健康面の

配慮が見られた。（少し前まで粉塵マスクも付けていなかった。） 

機械も残したまま辞めた工場 マスクを付けた職人 じん肺を注意する看板 

街中にモラル啓発

の看板が数多くあ

る。清掃員が居て

道端からはゴミが

無くなっていた。 普通に綺麗な公園 

ゴミはゴミ箱に！等を啓発 


